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認定こども園（幼稚園機能部分）の入園手続きについて
～子ども・子育て支援新制度～
１　子ども・子育て支援新制度とは？
　　　　一人ひとりの子どもが健やかに成長することができる社会を目指して平成24年８月に成立した「子ども・子育て支援法」に基づき、子ども・子育て支援新制度が平成27年４月にスタートしました。
　　　　新制度では、幼児期の教育・保育の総合的な提供や、待機児童対策、地域の子育て支援の充実を図ることを目的としています。
2　利用手続きは？
　　　　認定こども園（幼稚園機能部分）の利用手続きは、認定こども園への入所申込（願書等）のほか、支給認定の申請手続きが必要です。
支給認定は年齢、保育の必要性、利用時間によって異なりますが、幼稚園利用（教育希望）の場合は１号認定となります。
　　【支給認定の区分】
	認定区分
	対象者
	主な利用先

	１号認定
	３歳以上のお子さんで、保育を必要とせず、教育を希望される方
（例：両親のどちらかが専業主婦（夫）の場合など、お子さんが、ご家庭で保育を受けることができる場合）
	認定こども園
（幼稚園機能部分）

	２号認定
	３歳以上のお子さんで、保護者の就労や病気などの理由で、家庭において必要な保育を受けることが難しい方
（例：両親が共働き（もしくはひとり親で働いている）の世帯で、ご家庭でお子さんを保育することが難しい場合）
	保育園
認定こども園
（保育機能部分）

	３号認定
	３歳未満のお子さんで、保護者の就労や病気などの理由で、家庭において必要な保育を受けることが難しい方
（例：両親が共働き（もしくはひとり親で働いている）の世帯で、ご家庭でお子さんを保育することが難しい場合）
	


【施設の種類】
	幼稚園
	小学校以降の教育をつくるための幼児期の教育を行う学校

	保育園
	就労などのため家庭で保育のできない保護者に代わって保育を行う施設

	認定こども園
	幼稚園と保育園の機能や特徴をあわせ持ち、地域の子育て支援も行う施設


【入園までの流れ】
















３　１号認定の利用料金は？
　　　令和元年10月から始まった、「幼児教育・保育の無償化」に伴い、認定こども園の１号認定
については入園できる時期に合わせて、満３歳から利用料が無料になります。（教育標準時間分）
４　「預かり保育」の利用料金は？
教育標準時間以外に「預かり保育」を利用する子どもについては、「保育の必要性」の認定を
受ければ、利用日数に応じて、最大1.13万円までの範囲で無償化されます。
「保育の必要性」とは、就労、出産などです。認定を受けるためには、「子育てのための施設等
利用給付認定・変更申請書」の提出をしていただく必要があります。「保育の必要性」の認定を
受けた、満３歳になった後の最初の3/31を経過した子どもが対象となります。（新２号）
ただし、満３歳に達する日後の最初の3/31までにあり、市町村民税非課税世帯の子どもも、
　　最大1.63万円までの範囲で無償化になります。（新３号）
５　給食費の支払などは？
給食費は主食費（ご飯、パンなど）と副食費（おかずなど）で構成されており、各施設に
お支払いしていただきます。支払い方法や納付期限は施設が決定します。
　また、「年収360万円未満相当世帯の子ども」と「第３子以降の子ども」については、副食費が免除
されます。免除の世帯には、市が通知します。
　※「第３子以降の子ども」のカウント方法は、認定こども園（１号）は、小学校３年生までの最年長の子どもを第１子とカウントします。
認定こども園で教育を利用する方（１号認定）





保育園・認定こども園利用で保育が必要な方（２号・３号認定）





認定こども園から募集要項・入園願書等配布





10月





幼稚園・認定こども園に入園願書


提出（１号認定内定）





11


月





利用申込書類配布





12


月





支給認定申請書・保育施設等利用申込書【受付期間】令和２年１月中旬～


※受付期間は前後することがあります。　





認定こども園を通じて、１号認定の支給認定申請（新規のみ）





１


月





２


月





保育園・認定こども園利用調整





幼稚園・認定こども園を通じて


認定証の交付（在園児を含む。）





３


月





利用決定通知、認定証交付


施設の利用料金について通知





４


月








